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「新規学校卒業者の採用に関する要請」を県内主要経済関係団体等 
への訪問及び要請書の送付により実施します。 
また、「震災後の雇用の維持と確保についての要請」についても併せて 
実施します。 

 
 
１ 目的 
県内の景気は、海外経済の改善や各種の政策効果などを背景に、持ち直し傾向にありましたが、

東日本大震災の影響により、このところ弱い動きとなっている。また、電力供給の制約や高止まり
している円高、原油価格の高騰等の影響等により先行き不透明な状況となっている。 

雇用失業情勢については、県内の有効求人倍率が 4 月に 0.57 倍と、全国平均を 27 ヶ月連続で下
回っており、今後の景気動向を考えると、依然として厳しい状況にある。 

こうした中、平成 23 年度の新規学校卒業者をめぐる就職環境についても、平成 22 年度の新規学

校卒業者と同様、厳しい状況になることが予想され、多くの新規学校卒業者が就職未決定のまま卒

業を迎える状況が生じれば、本人にとっては若年期に就業を通じた知識・技能の蓄積が図れず、将

来のキャリア形成の支障になるとともに、本県の産業や社会を支える人材の育成にマイナス面が生

じるなど深刻な問題を惹起しかねない。 
このため、静岡労働局は、静岡県、静岡県教育委員会及び静岡県私学協会と連携し、静岡県知事、

静岡労働局長、静岡県教育委員会教育長並びに静岡県私学協会長連名による要請書（別紙１）によ

り県内経済関係団体及び事業主に対して、新規学校卒業者が、希望を持って社会へ飛び立つことが

できるよう、採用枠の見直しや拡大など積極的な採用について要請を行う。 
 また、この要請に併せて、震災後の雇用の維持と確保について、静岡県知事、静岡労働局長連名

による要請書（別紙２）により要請を行う。 
 
２ 概要 
(1)知事、労働局長、教育長、私学協会副会長等の訪問による要請 

静岡県知事、静岡労働局長、静岡県教育委員会教育長並びに静岡県私学協会長連名の要請書に

よる要請を、川勝静岡県知事、新宅静岡労働局長、安倍静岡県教育委員会教育長、松村静岡県私

学協会副会長ほかの訪問により実施する。 
・要 請 先 社団法人静岡県経営者協会 
・対応予定者 会 長 岩崎 清悟（いわさき せいご）様 
       副会長 早川  巌（はやかわ いわお）様 
       副会長 小野田 聡（おのだ さとし）様 
       副会長 里見 和洋（さとみ かずひろ）様 
・要 請 日 時 平成２３年６月８日（水）１０：００～１０：２０ 
・会   場 静岡市職員会館小会議室（静岡市葵区追手町 10-10 新中町ビル 3 階） 
・要請実施者 静 岡 県   知 事 川勝 平太（かわかつ へいた） 
  （予定）             就業支援局長 望月 知子（もちづき ともこ） 
                  雇用推進課長 鈴木 朝子（すずき あさこ） 
       静 岡 労 働 局   局 長 新宅 友穗（しんたく ともほ） 
                  職業安定部長 永瀬 聡子（ながせ さとこ） 
                  職業安定課長 海野 一万（うんの かつま）        
       静岡県教育委員会   教 育 長 安倍 徹（あべ とおる） 
                  学校教育課長 田中 潤（たなか じゅん） 
       静岡県私学協会   副 会 長 松村 龍夫（まつむら たつお） 
                  事 務 局 長 鈴木 藤一（すずき とういち）    
       静岡県校長協会就職指導委員会委員長  
               静岡農業高等学校長 永井 正（ながい ただし） 
（※報道関係者の取材可能です。） 



 ２ 

(2) 就業支援局長、職業安定部長、学校教育課長、私学協会副会長等の訪問による要請 
前記(1)の要請後、同一内容の要請を、静岡県商工会連合会・静岡県中小企業団体中央会・社団

法人静岡県商工会議所連合会の 3 団体に対して、望月就業支援局長、永瀬職業安定部長、田中学

校教育課長、松村私学協会副会長、永井就職指導委員会委員長ほかの訪問により実施する。 
  
(3)要請書の送付による要請 
ア 前記(1)(2)の外、15 経済団体（別添）に対する要請は、前記同一要請書を送付することにより

実施する。 
イ 従業員 301 人以上規模の県内事業所約 480 社に対しては、事業主用要請書【「新規学校卒業

者等の採用に向けて」（別紙 3）、「震災後の雇用の維持と確保について」（別紙 4）】を送

付することにより実施する。 



 
 

 
 

新
規
学
校
卒
業
者
等
の
採
用
に
向
け
て 

 

拝
啓 

  

日
頃
よ
り
県
内
産
業
労
働
施
策
の
円
滑
な
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
県
内
の
景
気
は
、
海
外
経
済
の
改
善
や
各
種
の
政
策
効
果
な

ど
を
背
景
に
、
持
ち
直
し
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の

影
響
に
よ
り
こ
の
と
こ
ろ
弱
い
動
き
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
電
力
供

給
の
制
約
や
円
高
、
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
を
背
景
と
す
る
影
響
に
よ

り
先
行
き
不
透
明
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

県
内
の
雇
用
失
業
情
勢
に
つ
き
ま
し
て
も
、
県
内
の
有
効
求
人
倍
率

が
、
四
月
に
は
０
・
五
七
倍
と
全
国
平
均
を
二
十
七
ケ
月
連
続
で
下
回

る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
平
成
二
十
三
年
度
の
新
規
学
校
卒
業
者
を
め
ぐ
る
就

職
環
境
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
の
新
規
学
校
卒
業
者
と

同
様
、
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

希
望
を
持
っ
て
初
め
て
社
会
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
新
規
学
校
卒

業
者
に
と
り
ま
し
て
は
、
就
職
の
機
会
を
失
う
こ
と
は
、
若
年
期
に
就

業
を
通
じ
た
知
識
・
技
能
の
蓄
積
が
図
れ
ず
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

の
支
障
に
な
る
と
と
も
に
、
本
県
の
産
業
や
社
会
を
担
う
人
材
の
育
成

に
マ
イ
ナ
ス
面
が
生
じ
る
な
ど
深
刻
な
問
題
を
惹
起
し
か
ね
ま
せ
ん
。 

 

静
岡
県
及
び
静
岡
労
働
局
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
学
校
と
連
携
し
、

学
生
・
生
徒
の
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
て
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を

図
る
た
め
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
産
業

界
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
規
学
校
卒
業
者
及
び

卒
業
後
三
年
以
内
の
既
卒
者
に
対
す
る
き
め
細
か
な
情
報
の
提
供
、
就

職
面
接
会
の
開
催
、
職
業
意
識
の
啓
発
な
ど
、
新
規
学
校
卒
業
者
等
の

就
職
支
援
策
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

県
内
産
業
界
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
企
業
の
活
力
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に

も
、
ま
た
、
将
来
に
わ
た
る
本
県
経
済
の
競
争
力
の
維
持
・
強
化
の
た

め
に
も
、
採
用
枠
の
拡
大
に
つ
い
て
御
理
解
い
た
だ
き
、
新
規
学
校
卒
業

者
等
の
積
極
的
な
採
用
に
向
け
た
ご
努
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。 

 

貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
卒
、
私
ど
も
の
要
請
に
深
い
ご
理

解
を
賜
り
、
傘
下
事
業
主
の
皆
様
に
こ
の
趣
旨
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き

た
く
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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震
災
後
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雇
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維
持
と
確
保
に
つ
い
て 
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日
頃
よ
り
、
県
内
産
業
労
働
施
策
の
円
滑
な
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
被
災
地
に
甚
大
な
る

被
害
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
日
本
全
体
の
経
済
・
社
会
に
多
大
な
影

響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。 

県
内
の
景
気
は
、
海
外
経
済
の
改
善
や
各
種
の
政
策
効
果
な
ど
を
背

景
に
、
持
ち
直
し
傾
向
に
あ
り
、
雇
用
失
業
情
勢
を
見
て
も
、
有
効
求

人
倍
率
は
、
平
成
二
一
年
八
月
を
底
に
、
前
月
を
下
回
る
こ
と
な
く
回

復
基
調
で
推
移
し
、
三
月
に
は
０
・
六
一
倍
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
先
日
発
表
さ
れ
た
四
月
の
有
効
求
人
倍
率
は
０
・
五
七
倍
と

二
０
ヶ
月
ぶ
り
に
前
月
を
下
回
り
、
ま
た
、
景
気
の
先
行
指
標
で
あ
る

新
規
求
人
数
に
つ
い
て
も
、
三
月
、
四
月
は
と
も
に
二
月
に
比
べ
約
一

五
％
減
と
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
ま
す
。 

震
災
前
で
あ
っ
て
も
、
県
内
経
済
に
は
、
円
高
、
原
油
価
格
の
高
騰

な
ど
の
不
安
要
素
は
あ
り
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
は
、
被
災
地
の

生
産
活
動
の
停
止
な
ど
に
伴
う
部
品
調
達
の
遅
れ
、
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
る
計
画
停
電
な
ど
経
済
活
動
の
混
乱
を
招
き
、
す

で
に
県
内
の
製
造
業
、
観
光
業
を
中
心
に
、
雇
用
情
勢
に
大
き
な
影
響

を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
今
夏
の
県
内
の
電
力
事
情
に
つ
き
ま
し
て
も
、
節
電
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
活
動
に
も
大
き
な
制
約

が
生
じ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

県
内
産
業
界
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
経
済

情
勢
の
中
に
あ
り
、
企
業
の
経
営
効
率
化
な
ど
の
ご
事
情
も
お
察
し
い

た
し
ま
す
が
、
将
来
の
企
業
の
活
力
の
維
持
・
発
展
の
た
め
に
も
、
ま

ず
は
社
員
の
雇
用
の
維
持
に
つ
い
て
最
大
限
の
ご
努
力
を
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
企
業
の
将
来
を
支
え
る
人
材
の
採
用
の
確
保
に
つ
い
て
も

ご
配
慮
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
雇
用
の
維
持
や
確
保
に
関
し
ま
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
雇

用
調
整
助
成
金
、
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
や
雇
入
れ
を
行
う

場
合
の
各
種
助
成
金
、
奨
励
金
の
制
度
を
最
大
限
ご
活
用
さ
れ
ま
す
よ

う
、
併
せ
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

貴
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体
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の
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に
深
い
ご
理

解
を
賜
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、
傘
下
事
業
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に
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の
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を
徹
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て
い
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だ
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た
く
ご
協
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を
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願
い
申
し
上
げ
ま
す
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の
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ど
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を
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静
岡
県
及
び
静
岡
労
働
局
と
い
た
し
ま
し
て
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学
校
と
連
携
し
、
学
生
・
生
徒
の
勤
労
観
・

職
業
観
を
育
て
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
関
係
機
関
と

連
携
し
て
、
新
規
学
校
卒
業
者
及
び
卒
業
後
三
年
以
内
の
既
卒
者
に
対
す
る
き
め
細
か
な
情
報

の
提
供
、
就
職
面
接
会
の
開
催
、
職
業
意
識
の
啓
発
な
ど
、
新
規
学
校
卒
業
者
等
の
就
職
支
援

策
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

貴
社
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
取
組
に

ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
前
途
有
望
な
学
生
・
生
徒
が
、
希
望
を
持
っ
て
社
会
へ
飛
び

立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
な
採
用
に
向
け
た
ご
努
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

敬
具 

  
 

平
成
二
十
三
年
六
月
八
日 

   
 

 

事

業

主

各

位 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

静

岡

県

知

事 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

静

岡

労

働

局

長 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

静
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

静

岡

県

私

学

協

会

長 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    

別
 
紙

 
３

 



 
 

 
 

震
災
後
の
雇
用
の
維
持
と
確
保
に
つ
い
て 

 
拝
啓 

  

初
夏
の
候
、
貴
社
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

日
頃
よ
り
、
県
内
産
業
労
働
施
策
の
円
滑
な
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
被
災
地
に
甚
大
な
る
被
害
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、

日
本
全
体
の
経
済
・
社
会
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。 

県
内
の
景
気
は
、
海
外
経
済
の
改
善
や
各
種
の
政
策
効
果
な
ど
を
背
景
に
、
持
ち
直
し
傾
向
に
あ

り
、
雇
用
失
業
情
勢
を
見
て
も
、
有
効
求
人
倍
率
は
、
平
成
二
一
年
八
月
を
底
に
、
前
月
を
下
回
る

こ
と
な
く
回
復
基
調
で
推
移
し
、
三
月
に
は
０
・
六
一
倍
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
日

発
表
さ
れ
た
四
月
の
有
効
求
人
倍
率
は
０
・
五
七
倍
と
二
０
ヶ
月
ぶ
り
に
前
月
を
下
回
り
、
ま
た
、

景
気
の
先
行
指
標
で
あ
る
新
規
求
人
数
に
つ
い
て
も
、
三
月
、
四
月
は
と
も
に
二
月
に
比
べ
約
一
五
％

減
と
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
ま
す
。 

震
災
前
で
あ
っ
て
も
、
県
内
経
済
に
は
、
円
高
、
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
の
不
安
要
素
は
あ
り
ま

し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
は
、
被
災
地
の
生
産
活
動
の
停
止
な
ど
に
伴
う
部
品
調
達
の
遅
れ
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
計
画
停
電
な
ど
経
済
活
動
の
混
乱
を
招
き
、
す
で
に
県
内
の
製

造
業
、
観
光
業
を
中
心
に
、
雇
用
情
勢
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
今
夏
の
県
内
の
電
力
事
情
に
つ
き
ま
し
て
も
、
節
電
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
企
業
活
動
に
も
大
き
な
制
約
が
生
じ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

貴
社
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
に
あ
り
、
企
業
の
経
営
効
率
化
な

ど
の
ご
事
情
も
お
察
し
い
た
し
ま
す
が
、
将
来
の
企
業
の
活
力
の
維
持
・
発
展
の
た
め
に
も
、
ま
ず

は
社
員
の
雇
用
の
維
持
に
つ
い
て
最
大
限
の
ご
努
力
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
企
業
の
将
来
を
支
え

る
人
材
の
採
用
の
確
保
に
つ
い
て
も
ご
配
慮
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
雇
用
の
維
持
や
確
保
に
関
し
ま
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
雇
用
調
整
助
成
金
、
中
小
企
業

緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
や
雇
入
れ
を
行
う
場
合
の
各
種
助
成
金
、
奨
励
金
の
制
度
を
最
大
限
ご
活
用

さ
れ
ま
す
よ
う
、
併
せ
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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     別 添  
 

県内主要経済関係団体一覧                
 

静岡県中小企業団体中央会会長 420-0853 静岡市葵区追手町44-1 産業経済会館５Ｆ 

(社)静岡県商工会議所連合会会長 420-0851 静岡市葵区黒金町20-8 静岡商工会議所内 

静岡県商工会連合会会長 420-0853 静岡市葵区追手町44-1 産業経済会館６Ｆ 

(社)静岡県経営者協会会長 420-0853 静岡市葵区追手町10-303 新中町ビル３Ｆ 

静岡県農業協同組合中央会会長 422-8619 静岡市駿河区曲金3-8-1 農業会館４Ｆ 

静岡県経済農業協同組合連合会会長 422-8620 静岡市駿河区曲金3-8-1 農業会館３Ｆ 

静岡県漁業協同組合連合会会長 420-8666 静岡市葵区追手町9-18 静岡中央ビル３Ｆ 

静岡県木材協同組合連合会会長 420-8601 静岡市葵区追手町9-6 県庁西館内 

(社)静岡罐詰協会会長 424-0942 静岡市清水区清水入船町4-12 

(社)静岡県繊維協会会長 432-8036 浜松市中区東伊場2-7-1 浜松商工会議所会館内 

(社)静岡県紙業協会会長 417-0801 富士市大淵2590-1 富士工業技術支援センター２Ｆ 

静岡県茶商工業協同組合理事長 420-0005 静岡市葵区北番町81 

(社)静岡県建設業協会会長 420-0857 静岡市葵区御幸町9-9 

(社)静岡県建設産業団体連合会会長 420-0857 静岡市葵区御幸町9-9 

(社)静岡県電業協会会長 422-8066 静岡市駿河区泉町3-3 マルエムビル３Ｆ 

静岡県商店会連盟連合会会長 420-0851 静岡市葵区黒金町20-8 静岡商工会議所会館内 

静岡県製薬協会会長 420-8601 静岡市葵区追手町9-6 静岡県健康福祉部薬事室内 

(社)静岡県私学教育振興会理事長 420-0853 静岡市葵区追手町9-26 私学会館内 

静岡県社会保険労務士会会長 420-0833 静岡市葵区東鷹匠9-2 

計 １９団体 



 資料１  

平成２３年３月新規学校卒業者の職業紹介業務取扱状況 

 

（１）平成 23 年 3 月中学卒業者の職業紹介状況（各年４月末現在） 

 卒業者数 就職希望者数 求人数 求人倍率 就職者数 就職率 未就職者数 

H23.3卒 35,464人 190人 206人 1.08倍 114人 60.0％ 76人 

H22.3卒 37,384人 228人 211人 0.93倍 144人 63.2％ 84人 

前年同期比・差 ▲ 5.1％ ▲ 16.7％ ▲ 2.4％ 0.15Ｐ ▲ 20.8％ ▲ 3.2Ｐ ▲ 12人 

注１ 卒業者数は各年5月15日現在の求職動向調査の「卒業予定者数」を計上 

注２ 就職希望者数は「学校又は安定所の紹介を希望する者」の数を計上 

注３ 求人倍率、就職率、未就職者数は「前年同期差」、その他は「前年同期比（増減率）」 

 

 

（２）平成 23 年 3 月高校卒業者の職業紹介状況（各年４月末現在） 

 卒業者数 就職希望者数 求人数 求人倍率 就職者数 就職率 未就職者数 

H23.3卒 32,785人 6,064人 7,197人 1.19倍 5,932人 97.8％ 132人 

H22.3卒 34,206人 6,101人 7,429人 1.22倍 5,909人 96.9％ 192人 

前年同期比・差 ▲ 4.2％ ▲ 0.6％ ▲ 3.1％ ▲ 0.03Ｐ 0.4％ 0.9Ｐ ▲ 60人 

注１ 卒業者数は各年5月15日現在の求職動向調査の「卒業予定者数」を計上 

注２ 就職希望者数は「学校又は安定所の紹介を希望する者」の数を計上 

注３ 求人倍率、就職率、未就職者数は「前年同期差」、その他は「前年同期比（増減率）」 

 

 

（３）平成 23 年 3 月大学等卒業者の職業紹介状況（就職内定率）（各年３月末現在） 

 学歴計 大学 短大 専修学校 

H23.3卒 87.8％ 86.9％ 89.6％ 90.1％ 

H22.3卒 89.3％ 89.2％ 90.9％ 88.6％ 

前年同期差 ▲ 1.5Ｐ ▲ 2.3Ｐ ▲ 1.3Ｐ 1.5Ｐ 

注１ 県内の大学14校・短大7校・専修学校15校（平成21.3卒は14校）の状況 

注２ 本調査は、大学等の協力により可能な範囲で把握した数字を取りまとめており、報告のない学生や連絡の取れな

い学生などは未内定として計上されます。このため、厚生労働省・文部科学省が公表している「大学等卒業予定者

の就職内定状況調査」は抽出調査として実施しており、調査時点ごとに、電話・面接等の方法により抽出した学生

全員に対して学校を通じて内定状況を確認した結果であり、調査方法等が異なることから、この調査と直接数値を

比較できるものではありません。 



資料２

事業（イベント）名 概　　要 実施時期 実施場所等

静岡県高等学校就職問題
連絡協議会

教育関係、産業界、行政により就職関係事項の検討・協議 5月6日 静岡労働局

若年者等就職フェア
今春学校卒業の未就職者及び若年者等と企業との個別面談形式による就
職面接会

5月23・26日
6月2日 静岡・浜松・富士

新規学校卒業者の採用に
関する要請（採用枠拡大
要請）

平成24年3月新規学校卒業予定者の採用に関する要請を県内主要経済団

体及び301人以上規模の企業に対して実施
6月 静岡労働局

再就職応援フェア
今春学校卒業の未就職者含む若年者等及び一般求職者と企業との個別面
談形式による就職面接会

7月5・21・28日 静岡・富士・浜松

若年者雇用問題検討会議
地域における若年者の現状や諸問題、各種支援事業の実施状況及び今後
の事業の在り方を協議

7月11日（予定） 静岡労働局

高校生就職ガイダンス
（３年生向け）

厚生労働省から業者に委託。就職試験を目前に控えた３年生を対象に自
己ＰＲ作成・マナー実習・模擬面接等を実施

7～8月 各実施希望高校

大学生等就職フェア 来春の大学等卒業予定学生と企業との個別面談形式による就職面接会 8月8･22･30日 浜松・富士・静岡

若年者等就職フェア
今春学校卒業の未就職者及び若年者等と企業との個別面談形式による就
職面接会

9月12・20・27
日

沼津、浜松、静岡

保護者あて啓発・要請文
の発出

平成24年3月新規高等学校及び大学等卒業予定者で、就職を希望してい
る未内定生徒の保護者あて、要請・啓発文を発出

10月、1月 静岡労働局

大学生等就職フェア 来春の大学等卒業予定学生と企業との個別面談形式による就職面接会 10月4･11･17日 富士・浜松・静岡

就職未内定生徒求職情報
の作成・配布

平成24年3月新規高等学校卒業予定の未内定生徒の求職情報を作成し、
求人提出企業へ提供

11月 ハローワーク

高校生ＪＯＢフェア
平成24年3月新規卒業予定の就職希望高校生・就職指導担当教諭と企業
との面談形式による就職面接会

11月17・28日
12月5日 静岡、富士、浜松

大学生等就職フェア 来春の大学等卒業予定学生と企業との個別面談形式による就職面接会 12月7･15･21日 静岡・浜松・富士

大学等卒業予定者就職
支援セミナー

静岡県学生就職連絡協議会との共催により、大学3年生及び短大1年生を
対象に開催

12月予定 静岡

高校生ＪＯＢフェア
平成24年3月新規卒業予定の就職希望高校生・就職指導担当教諭と企業
との面談形式による就職面接会

1月18・23・27
日

静岡、浜松、沼津

高校生就職ガイダンス
（２年生向け）

厚生労働省が業者へ委託。２年生を対象に勤労観・職業観を育成・強化
する

1～3月 各実施希望高校

高等学校等職業意識形成
支援事業

・キャリア探索プログラム（職業講話）
・ジュニア･インターンシップ
・職場見学　等

通年 各実施希望高校等

新卒者就職実現プロジェ
クト

就職先が未決定の平成21年3月以降の3年以内既卒者を対象に、当初若し

くは有期雇用を経た後に正規雇用への移行を促進する（3年以内既卒者

（新卒扱い）採用拡大奨励金、3年以内既卒者トライアル雇用奨励金、既
卒者育成支援奨励金）

通年（ただし、平
成24年3月31日ま
で）

各ハローワーク

未就職卒業者向け緊急人
材育成支援事業（基金訓
練）

就職先が未決定の平成23年3月新規学卒者を対象に、職業訓練（社会人
としての心構え、就職に必要な基礎力の養成、主要な業界・業種に係る
短期間の体験など）の受講をあっせん。訓練修了後、個々の状況に応じ
た職業相談・職業紹介等のきめ細かな支援を実施

通年（ただし、平
成24年3月31日ま
で）

各訓練実施機関

若年者トライアル雇用事
業

事業主が若年者等を一定期間試行雇用することにより、その適性や能力
を見極め、試行雇用後の正規雇用への移行を図る

通年 各ハローワーク

若年者等正規雇用化特別
奨励金制度

25歳以上40歳未満の正規雇用の経験が少ない若年者等を正規雇用した事
業主に対して奨励金を支給することにより正規雇用化を促進する（トラ
イアル雇用型と内定取消し型は、下限対象年齢無し）

通年（ただし、平
成24年3月31日ま
で）

各ハローワーク

ジョブクラブ事業
年長フリーター13人前後を１グループとして、セミナー、グループワー
ク等を通じ、主体的な就職活動を促す

通年
（委託事業）
ﾊﾛｰﾜｰｸﾌﾟﾗｻﾞ静岡

若年者地域連携事業
地域の関係者との連携の下、若年失業者やフリーター等の若者を広く対
象に安定した雇用に結びつけること、又、若年労働者の早期離職を防止
することを目的として事業主団体に委託して実施

通年
（委託事業）
ﾔﾝｸﾞｼﾞｮﾌﾞｽﾃｰｼｮﾝ

卒業後3年以内既卒者の
新卒扱いの普及促進

雇用対策法及び「青少年の雇用機会の確保等に関して事業主が適切に対
処するための指針」改正による、「卒業後3年以内既卒者の新卒扱い」普
及のため、事業主への周知・啓発、求人受理時等における助言・指導等
を実施

通年 各ハローワーク

平成23年度　若年者等就職支援関係事業　年間予定一覧

静岡労働局職業安定部職業安定課



資料３

作成：静岡労働局職業安定課（H23.4.1）

1

日  時 　平成２３年５月２３日（月）　１３：００～１６：００

会  場 　グランシップ　大ホール・海（静岡市駿河区池田７９－４）

日  時 　平成２３年５月２６日（木）　１３：００～１６：００

会  場 　アクトシティ浜松　展示イベントホール（浜松市中区板屋町１１１－１）

日  時 　平成２３年６月２日（木）　１３：００～１６：００

会  場 　ふじさんめっせ大展示場（富士市柳島１８９－８）

2
日  時 　平成２３年７月５日（火）　１３：００～１６：００

会  場 　グランシップ　大ホール・海（静岡市駿河区池田７９－４）

日  時 　平成２３年７月２１日（木）　１３：００～１６：００

会  場 　ふじさんめっせ大展示場（富士市柳島１８９－８）

日  時 　平成２３年７月２８日（木）　１３：００～１６：００

会  場 　アクトシティ浜松　展示イベントホール（浜松市中区板屋町１１１－１）

3

日  時 　平成２３年８月８日（月）　１３：００～１６：００

会  場 　アクトシティ浜松　展示イベントホール（浜松市中区板屋町１１１－１）

日  時 　平成２３年８月２２日（月）　１３：００～１６：００

会  場 　ふじさんめっせ大展示場（富士市柳島１８９－８）

日  時 　平成２３年８月３０日（火）　１３：００～１６：００

会  場 　グランシップ　大ホール・海（静岡市駿河区池田７９－４）

4

日  時 　平成２３年９月１２日（月）　１３：００～１６：００

会  場 　ブケ東海沼津　ﾍﾞﾙｹﾞﾝﾎｰﾙ・ﾌｪﾆｰﾁｪﾎｰﾙ（沼津市寿町7-37）

日  時 　平成２３年９月２０日（火）　１３：００～１６：００

会  場 　アクトシティ浜松　展示イベントホール（浜松市中区板屋町１１１－１）

日  時 　平成２３年９月２７日（火）　１３：００～１６：００

会  場 　グランシップ　大ホール・海（静岡市駿河区池田７９－４）

5

日  時 　平成２３年１０月４日（火）　１３：００～１６：００

会  場 　ふじさんめっせ大展示場（富士市柳島１８９－８）

日  時 　平成２３年１０月１１日（火）　１３：００～１６：００

会  場 　アクトシティ浜松　展示イベントホール（浜松市中区板屋町１１１－１）

日  時 　平成２３年１０月１７日（月）　１３：００～１６：００

会  場 　グランシップ　大ホール・海（静岡市駿河区池田７９－４）

6

日  時 　平成２３年１１月１７日（木）　１３：００～１５：３０

会  場 　グランシップ　大ホール・海（静岡市駿河区池田７９－４）

日  時 　平成２３年１１月２８日（月）　１３：００～１５：３０

会  場 　ふじさんめっせ大展示場（富士市柳島１８９－８）

日  時 　平成２３年１２月５日（月）　１３：００～１５：３０

会  場 　アクトシティ浜松　展示イベントホール（浜松市中区板屋町１１１－１）

7

日  時 　平成２３年１２月７日（水）　１３：００～１６：００

会  場 　グランシップ　１０階会議室（静岡市駿河区池田７９－４）

日  時 　平成２３年１２月１５日（木）　１３：００～１６：００

会  場 　アクトシティ浜松　展示イベントホール（浜松市中区板屋町１１１－１）

日  時 　平成２３年１２月２１日（水）　１３：００～１６：００

会  場 　ふじさんめっせ大展示場（富士市柳島１８９－８）

8

日  時 　平成２４年１月１８日（水）　１３：００～１５：３０

会  場 　グランシップ　大ホール・海（静岡市駿河区池田７９－４）

日  時 　平成２４年１月２３日（月）　１３：００～１５：３０

会  場 　アクトシティ浜松　展示イベントホール（浜松市中区板屋町１１１－１）

日  時 　平成２４年１月２７日（金）　１３：００～１５：３０

会  場 　ブケ東海沼津　ﾍﾞﾙｹﾞﾝﾎｰﾙ・ﾌｪﾆｰﾁｪﾎｰﾙ（沼津市寿町7-37）

【対象者】
平成２４年３月新規高等学校卒業予定
生徒

西部会場

東部会場

若年者等就職フェア（主催／静岡労働局・ハローワーク・静岡県）

再就職応援フェア（主催／静岡労働局・ハローワーク・静岡県）

【対象者】
一般求職者、若年求職者（既卒者）等

問合せ先　静岡県雇用推進課（☎０５４－２２１－２５７３）又は 静岡労働局職業安定課（☎０５４－２７１－９９６８）

大学生等就職フェア（主催／静岡労働局・ハローワーク・静岡県）

西部会場

【対象者】
平成２４年３月新規大学（院）・短大・高
専・専門学校等卒業予定学生及び卒業
後３年以内の既卒者

東部会場

中部会場

問合せ先　静岡県雇用推進課（☎０５４－２２１－２５７３）又は 静岡労働局職業安定課（☎０５４－２７１－９９６８）

問合せ先　静岡県雇用推進課（☎０５４－２２１－２５７３）又は 静岡労働局職業安定課（☎０５４－２７１－９９６８）

高校生ＪＯＢフェア（主催／静岡労働局・ハローワーク・静岡県）

中部会場

東部会場

西部会場

問合せ先　静岡県雇用推進課（☎０５４－２２１－２５７３）又は 静岡労働局職業安定課（☎０５４－２７１－９９６８）

※会場、開催日等は、予告なく変更することがあります。ご参加を希望される際には、事前に主催者、又は、ハローワークへお問い合わせください。

【対象者】
若年求職者（既卒者）等

【対象者】
平成２４年３月新規大学（院）・短大・高
専・専門学校等卒業予定学生及び卒業
後３年以内の既卒者

【対象者】
若年求職者及び平成２３年３月新規学
校卒業未就職者（既卒者）等

高校生ＪＯＢフェア（主催／静岡労働局・ハローワーク・静岡県）

中部会場

【対象者】
平成２４年３月新規高等学校卒業予定
生徒

西部会場

東部会場

問合せ先　静岡県雇用推進課（☎０５４－２２１－２８１１）又は 静岡労働局職業安定課（☎０５４－２７１－９９６８）

大学生等就職フェア（主催／静岡労働局・ハローワーク・静岡県）

中部会場

中部会場

中部会場

中部会場

東部会場

【対象者】
平成２４年３月新規大学（院）・短大・高
専・専門学校等卒業予定学生

西部会場

問合せ先　静岡県雇用推進課（☎０５４－２２１－２５７３）又は 静岡労働局職業安定課（☎０５４－２７１－９９６８）

大学生等就職フェア（主催／静岡労働局・ハローワーク・静岡県）

平成23年度　新規学卒者・若年者等対象就職面接会一覧表

西部会場

東部会場

問合せ先　静岡県雇用推進課（☎０５４－２２１－２５７３）又は 静岡労働局職業安定課（☎０５４－２７１－９９６８）

東部会場

東部会場

西部会場

中部会場

問合せ先　静岡県雇用推進課（☎０５４－２２１－２８１１）又は 静岡労働局職業安定課（☎０５４－２７１－９９６８）

西部会場

若年者等就職フェア（主催／静岡労働局・ハローワーク・静岡県）
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